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【はじめに】
 人工内耳手術は、高度難聴者に対する聴覚獲得の手段として確立されており、当院においても 1985年に多チ
ャネル型人工内耳を本邦で初めて施行して以来、2012年 3月 557例を数えている。時間の経過と症例数の増加
に伴い様々な問題が生じてくるが、合併症の報告を 1997年に行った。海外では人工内耳術後の外科的合併症に
ついて大規模で調べている。今回、我々は、長期人工内耳合併症例についてレトロスペクティブに検討した。
【対象および方法】
 対象は、東京医科大学病院耳鼻咽喉科にて 1985年 12月から 2007年 3月までの間、人工内耳埋め
込み術を施行した 406耳のうち他院で初回手術を行った 13例を含む 40例の再手術例を除く 366例(成
人 215例、小児 151例)。5年経過した時点での合併症をレトロスペクティブに検討した。
合併症について、再手術を含めた入院加療を要したもの(major)などと外来通院治療にて対処が可能だったも
の(minor)とに分類した。Major 合併症には、電極 failure, 髄膜炎、再手術を必要とする皮膚感染や中耳感染、
および顔面神経麻痺などが含まれ、Minor合併症には、軽微な創感染や聴覚刺激の問題などである。
【結果】
 初回手術を当院でうけていたもののうち、Major合併症は、32例(8.7％)であった。再手術例は 30例あっ
た。皮弁関連トラブルは 13例、再手術を要する電極のスリップアウトが 8例（成人 7例、小児 5例）であった。
機器故障は 6例（成人 4例、小児 2例）で、4例は電極の問題であった。手術を施行していない重篤な合併症の
1例は 1995年の熱による顔面神経麻痺例であった。
【考察】
 機器の改良、手術技術の進歩などにより合併症の頻度は減少しているのは確かであるが、外科手術である以上
ある程度の確率で生じる可能性がある。外傷による機器故障や一部の皮弁の問題を除き、厳密な術中、術後管理
によって防ぐことができるものもあり、定期的な経過観察が必要である。今後の人工内耳手術の合併症予防につ
いての治験を得た。
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